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第 1章 フランスの地理教科書における人口問題 
――社会を可視化する方法としての〈数字〉―― 
 
第 2章 フランスの道徳教科書における家族・人口記述 
 






























2004 年，山田昌弘『少子社会日本』岩波書店，2007 年）。 
 2006 年に教育基本法が改定された際，その第 10 条に「家庭教育」に関する条項が新設さ
















成を再検討する研究が H. ル・ブラや P. A. ロゼンタールらによって遂行されてきている
（Foucault, M., Histoire de La SexualitéⅠ, Gallimard, 1976, Le Bras, H., Marianne et les Lapins, 
Olivier Orban,1991, Rosental, P. A., L’Intelligence Démographique, Odile Jacob, 2003）。  
 本研究申請者は，こうした先行研究を踏まえつつ，また独自に収集した一次史料の分析













 本研究計画は，この 2007～2010 年度における科研費研究（若手研究（B）課題番号
197330355）および，その研究成果である博士論文をベースとして構想されるものである。






















































 本報告書『フランスの初等中等教科書における人口記述に関する歴史研究』（平成 28 年 3
月刊行）の目次は，再掲すれば，以下のようである。 
 はしがき――本研究の概要 
 第 1 章 フランスの地理教科書における人口問題 
――社会を可視化する方法としての〈数字〉―― 
第 2 章 フランスの道徳教科書における家族・人口記述 

























〈数字〉――」『地域学論集（鳥取大学地域学部紀要）』第 11 巻第 3 号、2015 年、
127-138 頁。 
第2章 「フランスの道徳教科書における家族・人口記述」『地域学論集（鳥取大学地域学




学部紀要）』第 13 巻第 2 号、2016 年、31-38 頁。 
 
交付決定額 2,470,000 円 
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   自然地理（géographie naturelle ou physique）と政治経済地理（géographie 
politique et économique）に分かれる。 
   自然地理は，自然が作り出した地球の表面について私たちに知らせる。  





教科書⑤では「自然地理（ géographie physique）」と「人類地理（ géographie 
                                                     
3 Lemonnier, H. et Schrader, F., Éléments de Géographie, Deuxième edition, 





















ドイツ（4,500 万人），オーストリア＝ハンガリ （ー3,800 万人）。人口密度（densité 
de la population），つまり，人口数と総領土との関係は，5 か国がフランスを超え
ている。それはベルギー，オランダ，イギリス，イタリア，ドイツである。 








の注目したい論点をまとめたのが以下の表 1 である。 
 
 
                                                     
4 Gallouédec, L. et Maurette, F., Géographie de l’Europe, Librairie Hachette, 1931, 
p. Ⅶ. 
5 Kaeppelin, P. et Peyralbe E., Géographie du cours supérieur. L'Europe. Les 
Parties du monde. Revision de la France et de ses colonies, Librairie A. Hatier, 
1937, p. 5, p. 16. 
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表 1 フランスの地理教科書の人口記述の主な論点  
 論 点 取り扱っている教科書  
1 ヨーロッパ諸国とフランスとの人口比較  ①，②，③，④，⑦ 
2 移民（・外国人）問題  ②，③，④，⑦，⑨ 
3 人種（race）問題 ①，②，④，⑤，⑥，⑦，⑧ 
4 「フランスの一体性（unité française）」 ⑥ 










ロッパでは 1 億 300 万の住民をもつロシア，5,630 万人のドイツ，4,530 万人のオ
ーストリア＝ハンガリー，4,110 万人のイギリス＝アイルランド連合に続いており，
3,240 万人のイタリアよりも上位である。」（教科書②p. 187） 
 
「フランスの人口増加は，出生数が死亡数をほとんど上回っていない。住民 1,000
人あたりの出生数は，ドイツやイタリアが 36 人，ロシアが 54 人なのに対し，フラン
スは 24 人である。反対に，死亡率は非常に弱く，住民 1,000 人あたり 22 人である。
フランスでは 1905 年の死亡数に対する出生数の超過は 37,000 人に過ぎないのに対し，
イタリアでは 387,000 人，イギリスでは 475,000 人，オーストリアでは 562,000 人，
ドイツでは 862,000 人であった。」（教科書③p. 320） 
 
「もしロシアが，年央住民 100 人あたり 5 近くの出生（naissances）を記録した
ならば，フランスは，戦争〔第 1 次世界大戦――引用者注。〕前には 2 しか記録し
ていなかっただろう。今日（1925 年），ドイツの比率は 100 人あたり 2.04，フラ
ンスは 100 人あたり 1.98 でしかなく，日本では 3.49 である。つまり，数（le nombre）
は，一国に多くの生命，経済力，抵抗力をもたらす。」（教科書④p. 195） 
 
「1931 年 3 月時点で，フランスには，ほぼ 300 万人の外国人を含む 4,183 万 4,928
人の住民がいる。フランスは人口としてはヨーロッパ列強の中ではロシア，ドイ




教科書①から教科書⑦まで，出版年は 1883 年から 1937 年への半世紀以上にわたる
時間が経過しているが，ヨーロッパ内で 5 番目というフランスの人口数の順位は変わ
っていない。そして，このテーマが重要視される理由は，「数（le nombre）は，国家


















ってくる。フランスには 100 万人以上の外国人がいる。33 万 2,000 人のベルギー
人，33 万人のイタリア人，8 万人のスペイン人，9 万人のドイツ人，7 万 2,000 人


















   反対に，外国人の数は急速に増加している。1926 年 12 月時点で，特にイタリ


























   ふつう，地球上には 4 つの大きな人種がある。白色人種，黄色人種，黒色人種，
赤色人種である。 
   私たちが属する白色人種の人間は，特にヨーロッパや西アジアに住んでいるが，
移民によって全世界に広がっている。 
                                                     
6 Colin E., Géographie Générale, Librairie Armand Colin, 1927, pp.196-198. 
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   黄色人種の人間は，平たい顔，細い目，とても黒くて多い髪をもっている。特
に中央アジアや東アジアに住んでいる。 
   黒色人種の人間，つまり，黒人（nègres）は，平たい鼻と縮れた髪をもってい
る。彼らは特にアフリカに住んでいる。 
   赤色人種の人間は，弓型の鼻，長い顔，少ないあご髭をもっている。彼らはア
メリカに住んでいる。その数は日に日に減少している。  
   白色人種と黄色人種は最も文明が進んで（civilisés）おり，黒色人種と赤色人
種は未だ大部分が野卑（sauvages）である。」（教科書①p. 13） 
 
「人間の人種（Races humaines）――地球の住民は慣習的に 4 つの大きな人種に
分けられます。それは： 
     白色人種    7 億 5,000 万人 
     黄色人種    6 億 8,000 万人 
     黒色人種    1 億 5,000 万人 
     赤色人種        1,000 万人 
     （略） 




































「人間の人種（races humaines）――4 つの主要な人種に区分される。 
1. 南北アメリカに僅かにおり消滅しつつある赤色人種，つまり，アメリカ人。
彼らは 1,000 万人を超えない。 
2. 黒色人種，特にアフリカ人は，最も遅れており，約 1 億 5,000 万人いる。 
3. 黄色人種，つまり，とりわけアジア（中国，日本，チベット，モンゴル）の






































































































大部分はカルヴァン派のプロテスタントは約 100 万人いる。ユダヤ教徒は約 12
万人いる。」（教科書⑥p. 66） 
 


















人あたり 5 近くの出生を記録したならば，フランスは，戦争前には 2 しか記録し
ていなかっただろう。今日（1925 年），ドイツの比率は 100 人あたり 2.04，フラ
ンスは 100 人あたり 1.98 でしかなく，日本では 3.49 である。つまり，数（le nombre）
は，一国に多くの生命，経済力，抵抗力をもたらす。」（教科書④p. 195） 
 
このように 1925 年におけるフランスの住民 100 人あたり出生率 1.98 に対し，日本
の 3.49 はドイツと比べても圧倒的に高い数値として引き合いに出されている。  
                                                     





状況は悪化している（1924 年には 7 万 2,000 人，1925 年には 6 万人）。これもま
た大きな不安を呼び起こすテーマである。ドイツでは毎年 50 万人の超過であり，
イタリアでは 48 万人，イギリスでは 23 万人以上，オランダでは 10 万人以上，
日本では 70 万人の超過である。）」（教科書④pp. 195-196） 
 
このように人口の増減という「大きな不安を呼び起こすテーマ」において，フラン






















 そこで，本稿でここまで検討してきた地理教科書と突き合わせてみると，論点 1 の
「ヨーロッパ諸国とフランスとの人口比較」，さらには論点 3「日本の人口増加」は，
「フランス人口増加連合」の展開する出産奨励運動にとって非常に適合的であること
                                                     
8 「フランス人口増加連合」と「家族法典」「教育法典」における「人口問題教育」規定に
関しては，筆者の博士論文である「フランスの出産奨励運動と教育――『フランス人口増
加連合』と人口言説の形成――」（神戸大学大学院人間発達環境学研究科 2011 年 9 月提出，




民 1,000 人あたりの出生数は，ドイツやイタリアが 36 人，ロシアが 54 人なのに対し，
フランスは 24 人である」（教科書③），「今日（1925 年），ドイツの比率は 100 人あた
り 2.04，フランスは 100 人あたり 1.98 でしかなく，日本では 3.49 である」（教科書
④）といった教科書の記述に関して，生徒に解説しつつ，フランスの人口増加の必要
性，さらには多子家族を形成し支援する必要性を説く機会が学校教育において生じる。
さらには，「数（le nombre）は，国家における多くの生命（la vie），経済力（la puissance 

















における人口動態論』（1948 年）と教科書⑥Kaeppelin, P. et Teissier, M., La 
Géographie de la France ＆ des Colonies（1936 年）に共通している。 
さらに，論点 3「人種問題」に関しても，「フランス人口増加連合」のリーダーのひと
りであり，1939 年の「家族法典」の策定を主導したフェルナン・ボヴラが作成したパ




                                                     
9 Numa Broc, ‘Nationalisme, colonialisme et géographie : Marcel Dubois（1856-1916）’, 
Annales de Géographie, n. 481, 1978, pp. 326-333.    



























































①Steeg, J., Instruction morale et civique, Librairie classique N. Fauvé et F. 
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2 Durand-prinborgne,C. et Legrand, A., Code de l’ éducation, édition 2006, 2005, 
p.128. 
3 拙著『フランスの出産奨励運動と教育』日本評論社，2015 年。 
4 拙稿「フランスの地理教科書における人口問題――社会を可視化する技法としての
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5 出産奨励運動との関連性を問うたものではないが，次のような研究成果が参考とな
る。Baubérot, J., La morale laïque contre l’ ordre moral sous la Troisième 
République, Archive Karéline, 2009, 大津尚志「第二次大戦後フランスの奨学道徳教














et civique）」について述べられ，道徳教育（programme de morale）分野と市民教育
（programme d’ instruction civique）分野に枝分かれしている。 
11 歳から 13 歳の小学校上級（cours supérieur）を例にとると，道徳教育の学習内



















                                                     
6 Compayré, G., Éléments d’ instruction morale et civique, Librairie Paul 
Delaplane, 1883, pp.ⅳ-ⅴ. 
7 Ibid. p.ⅴ. 


















 教科書⑧が準拠した 1945 年の「学習指導要領」でも，1923 年の「学習指導要領」
と同様に個人的・社会的な主要徳の中の社会的な徳として「家族に対する義務（devoirs 













                            
2. 間接的に「人口」概念と結びつく「家族」記述  
間接的なかたちで「人口」と結びついている「家族」記述が行われていたのは教科
                                                     
9 Gay, P. -H. et Mortreux, O., Programmes officiels des écoles primaires 
élémentaires, 1923-1924, Librairie Hachette, 1924, p.13.  
10 Ibid. p. 9. 
11 Leterrier, L., Programmes, instructions, repartitions mensuelles et 



























とによって「人種を永続させる（perpétuité de la race）」と「社会を維持すること






                                                     
12 Bourceau, E. et Fabry, R., Munuel de morale et d ’ instruction civique, P. Téqui, 
1920, p. 208. 
13 Testart, G., Instruction morale et civique, M. Grangé, 1896, pp. 62-63, Lançon, 
MM., Avronsart, Z. Lecocq, H., Morale et instruction civique, A. Druez, 1914, p. 52. 
14 Bourceau, E. et Fabry, R., Morale‐Instruction civique, droit usuel, économie 
politique, Librairie de l’ école, 1935, p. 71. 























  「1．フランスは子どもの不足によって死滅するのだろうか？  




   2．人口減退（dépopulation）の危険は，これまでフランスが経験したもののう
ちで最大のものである。敗戦からは立ち直りつつある。自滅からは立ち直っては
いない。 
   もしフランスの出生率が 1800 年のまま，つまり，各家庭 4～5 人という出生率
であったなら，フランスの住民は 9,000 万人であっただろう。それは世界一であ
る。 
   しかし，ドイツやイタリアが人口を倍増させていたにもかかわらず，フランス
では 100 年間に 900 万人しか増加しなかった。 
   1900 年頃一人のフランス人が書いたように，私たちは「独身者と一人息子の国」
となっており，イギリス人が言ったように「死滅しつつある国」であり，日本人
                                                     
16 Ibid., pp. 72-75. 





   3．外国人（étrangères）の手の中に大地と工場を明け渡してよいのだろうか？ 
私たちのエネルギーをエゴイズム（égoisme）の中で枯れさせてよいのだろうか？  
   すでに人口減退が多くの県でおこり，農場は荒廃している。すぐに，揺りかご
よりも棺のほうが必要になるだろう。 
   4．死の苦しみのもとにあっても，フランスはフランス人を増やさなければなら
ない。すでに国家は家族を賛美し，扶助しており（家族手当，等々），子どもを育
てる若い家庭を支援している。 
















例示した箇所と全く同一の箇所である22。教科書⑧の著者 A. Souché の経歴は，この
時期の初等教育視学官（inspecteur de l’ enseignement primaire）ということ以外，
詳しいことは分かっていないが，教科書⑧が出産奨励運動の影響を受けて編集されて
いることは，記述の内容や使用されている用語から明白である。  
                                                     
18 Souché, A., Les nouvelles leçons de morale, Fernand Nathan, 1953, pp.41-42. 
19 Rossignol, G., Un pays de célibataires et de fils uniques, Librairie Ch. Delagrave, 
1896.  拙著『フランスの出産奨励運動と教育』49 頁，参照。  
20 Souché, Les nouvelles leçons de morale, p. 40. 













  「フランスの人口減退。外国における人口の増加。いくつかの統計。  























                                                     
23 Rossignol, Un pays de célibataires et de fils uniques, p.37. 
24 Leterrier, Programmes, instructions, repartitions mensuelles et hebdomadaires, 
1945-1947, pp.36-37. 
25 Villard, G., Morale en action, Fernand Nathan, 1965, p. 218. 
26 道徳教科書⑨224 頁に紹介されている‘Alliance nationale pour la vitalité 



































                                                                                                                                                           
と呼称している。 
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1 拙稿「フランスの地理教科書における人口問題」『地域学論集（鳥取大学地域学部紀
要）』第 11 巻第 3 号，2015 年，127-138 頁，同「フランスの道徳教科書における家族・











容分析を行ったリンダ・L・クラークの歴史研究 Schooling the Daughters of Marianne
では，この「育児学」の女子教育への導入の背景に，フランスの低出生率との関連性
があり，出産奨励運動団体「フランス人口増加連合（Alliance Nationale pour l ’ 

















 簡略化するならば，家政とは家庭の科学（science du ménage）である。」5 
 
 つまり，家政は生活科学であることを基本とし，また，‘domestique’と‘ménage’
                                                     
2 拙稿「A. ニューズホームの学校衛生論」『地域学論集（鳥取大学地域学部紀要）』第




4 Clark, L. L., Schooling the Daughters of Marianne, State University of New York 
Press, 1984, p. 83.   
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「育児学」は，「子どもの教育の科学（science de l ’ éducation enfantine）であり，
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 しかし，1963 年に出版された中等家庭科教科書⑦になると，「女性の衛生（hygiène 
féminine）」の見出しのもとに生殖器官，月経，性的成熟，妊娠の解説がある44。また，





（entretien de la maison）」と「教育の任務（tâches d’ éducation）」が挙げられてい
るのに対し，「現在（1977 年当時）」では，しばしば外での労働によって収入の重要な
一部を確保していると指摘されている。 
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